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〔開会 午前１０時００分〕 

議長（村田幸隆議員） おはようございます。 

 これより平成２７年第２回尾鷲市議会定例会を開会いたします。 

 開会に当たり、市長より御挨拶があります。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） おはようございます。 

 議員の皆様には、大変お忙しい中、平成２７年第２回定例会に御出席を賜りま

して、まことにありがとうございます。 

 本定例会には、「尾鷲市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について」を初めとする議案２件と、「専決処分事項の承認に

ついて（尾鷲市半島振興対策実施地域における固定資産税の特例措置に関する条

例の一部改正）」を初めとする報告４件を提出させていただきました。何とぞよ

ろしく御審議いただき、御承認を賜りますようお願い申し上げ、簡単ではござい

ますが、開会の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（村田幸隆議員） これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元に配付の報告書は朗読を省略し、これより

議事に入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付の議事日程第１号により取り進めた

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 なお、お手元に配付の選挙及び発議につきましては、改選のため、議長名及び

委員の氏名が明記されていないものがありますので、御了承いただきたいと思い

ます。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において、１

２番、三鬼孝之議員、１番、真井紀夫議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期日程表のとおり、本日から６月１８日

までの１８日間といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から６月１８

日までの１８日間と決定をいたしました。 

 次に、日程第３、発議第５号「尾鷲市おもてなし条例の制定について」を議題

といたします。 

 事務局長をして、発議の朗読をさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） ただいま議題の発議につきましては、提出者の提案理由を求

めます。 

 ７番、三鬼和昭議員。 

７番（三鬼和昭議員） おはようございます。 

 それでは、発議第５号「尾鷲市おもてなし条例の制定について」につきまして、

提出者を代表し提案理由の説明を申し上げます。 

 既に皆様のお手元に条例案がございますので、それと照らし合わせてお聞きい

ただけるとありがたいと思います。 

 近年、紀勢自動車道の延伸とともに、この地域を訪れる人が増加しています。

訪れる人々をおもてなしの心を持って温かく迎え、何度も訪れたくなるまち、感

動を与えられるまちにするためには、まず我々市民みずからがこの地域の資源を

認識し、それを生かし、誇りを持って後世に伝承していくことが必要であります。

これは、第６次尾鷲市総合計画に掲げる将来都市像「共に創り 未来につなぐ 

誇れるまち おわせ」の取り組みや、おわせ人づくりの取り組みに通ずる重要な

課題であり、このような尾鷲のまちづくりの取り組みこそがおもてなしの心を育

む土台となり、尾鷲をより魅力あるまちにするものであります。 

 こうした考えのもと、昨年、市制６０周年の節目に当たり、我々議員みずから

この趣旨を条例化すべく、我々総務産業常任委員会においておもてなし条例検討

作業部会を立ち上げ、これまで検討を重ねてきた結果、本日この条例案を提出す

るに至りました。 

 この条例は、我々議会を含む市及び市民等の役割を明らかにすることにより、

おもてなしの心を育む地域づくりを協力して推進し、もって、何度も訪れたくな

る、末永く暮らしたくなる、活力に満ちた魅力ある尾鷲市の実現に寄与すること

を目的とするものであります。 
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 なお、この条例は、拘束力や罰則等を設け、おもてなしを強制するものであり

ません。 

 具体的な取り組みにつきましては、条例制定後に本条例を理念とし、もちろん

議会もではございますが、市と市民の皆様とともに行動計画等をつくっていけれ

ばと考えております。この点につきましては、執行部におかれましても御理解賜

りますようよろしくお願いいたします。 

 当然、議会においては関係施策に積極的に取り組み、議員においてもおもてな

しの実践に努めることとともに、これらの施策の立案及び提言の能力の向上に努

めなければならないと定めています。執行部におかれましては、本条例の趣旨を

踏まえ、食のまちづくりを初めとするまちづくり施策、観光施策等において、今

後、よりおもてなしの心を考慮した上で施策を講じられるよう要請するものであ

ります。我々議員も含め市職員の挨拶、いわゆるおはようであるとかこんにちは

等、小さなことから進めていければと考えております。 

 最後に、議員各位におかれましては、何とぞこの条例の趣旨を御理解いただき、

満場の御賛同を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

 よろしくお願いいたします。 

議長（村田幸隆議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております発議につきましては、質疑、討論を省略し、直

ちに採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、直ちに採決を行います。 

 日程第３、発議第５号「尾鷲市おもてなし条例の制定について」、原案のとお

り決することに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

議長（村田幸隆議員） 起立全員。 

 起立全員であります。よって、本件は、原案のとおり可決をされました。 

 ここで、副議長と交代をさせていただきます。 

（議長、副議長の交代） 

副議長（濵中佳芳子議員） これより私が会議を進行させていただきます。よろしく

お願い申し上げます。 

 ただいま村田幸隆議長から議長職の辞職願が提出されました。 
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 お諮りいたします。 

 この際、議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

副議長（濵中佳芳子議員） 御異議なしと認めます。よって、この際、議長辞職の件

を日程に追加し、議題といたします。 

 ここで、地方自治法第１１７条の規定により、村田幸隆議長の退席を求めます。 

（村田議長 退席） 

副議長（濵中佳芳子議員） それでは、辞職願を朗読いたさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

副議長（濵中佳芳子議員） 以上、朗読のとおりであります。 

 お諮りいたします。 

 村田幸隆議長の議長の辞職を許可することに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

副議長（濵中佳芳子議員） 御異議なしと認めます。よって、村田幸隆議長の議長の

辞職を許可することに決しました。 

 ここで村田幸隆議員の入場を求めます。 

（村田議員 入場） 

副議長（濵中佳芳子議員） ただいま議長が欠員となりました。 

 お諮りいたします。 

 この際、選挙第１号「議長選挙について」を日程に追加し、議長の選挙を行い

たいと思います。これに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

副議長（濵中佳芳子議員） 御異議なしと認めます。よって、選挙第１号を日程に追

加し、議長の選挙を行います。 

 事務局長をして、お手元に配付の議案を朗読いたさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

副議長（濵中佳芳子議員） それでは、これより議長の選挙を行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

副議長（濵中佳芳子議員） ただいまの出席議員は１３名であります。 



 

－８－ 

 投票用紙を配付いたさせます。 

（投票用紙配付） 

副議長（濵中佳芳子議員） 投票用紙の配付漏れはございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

副議長（濵中佳芳子議員） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めます。 

（投票箱点検） 

副議長（濵中佳芳子議員） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。 

 投票は単記無記名であります。 

 投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、点呼に応じて順次投票をお願いいたし

ます。 

 また、選挙に際しましては、同姓の方がおられますので、その点に御留意の上、

投票願います。 

 点呼を命じます。 

 事務局長。 

（点呼・投票） 

副議長（濵中佳芳子議員） 投票漏れはございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

副議長（濵中佳芳子議員） 投票漏れなしと認めます。よって、投票を終了いたしま

す。 

 これより開票を行います。 

 会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に４番、田中勲議員、３番、中

平隆夫議員を指名いたします。よって、両議員の立ち会いをお願いいたします。 

（開 票） 

副議長（濵中佳芳子議員） 選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数１３票。有効投票１３票。無効投票ゼロ票であります。 

 有効投票のうち、村田幸隆議員１３票。以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は４票であります。したがって、村田幸隆議員が議長に

当選されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 
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副議長（濵中佳芳子議員） ただいま議長に当選されました村田幸隆議員が議場にお

られますので、本席から会議規則第３２条第２項の規定により告知いたします。 

 ここで、議長に当選されました村田幸隆議員から御挨拶があります。 

 １３番、村田幸隆議員。 

〔議長（村田幸隆議員）登壇〕 

議長（村田幸隆議員） ただいまは、議員諸公の御推挙を受けまして再び議長の重責

を担わせていただくことになりました。どうぞよろしくお願いを申し上げたいと

思います。 

 議会の本分である議案審議と議決権については、是々非々を貫きながらも、二

元代表制のもと、議会としても政策提言を行っていきます。現在の市は、立ちど

まっておるわけにはいきません。尾鷲のまち再生のため、策を打っていきます。

国が進める地方創生にいかに尾鷲をのせていくのか、議論をしなければいけませ

んけれども、同時に行動を起こすべきであり、緒についたばかりでございますけ

れども、尾鷲三田火力をリプレース、継続をさせ、同時に、尾鷲港の港湾改修を

再審させ、あわせて、市民病院の存続と現在市が進めようとしておる各事業を展

開させ、今後、生き残っていくためのまちづくりのため、特別委員会を主に議論

を重ね、議会独自の創作構想を確立いたし、商工会議所、漁業協同組合を初め市

内各産業と共創をし、執行部との連携をとりながら行動を起こしていきます。そ

のため、私情を捨て議員諸公の調和を図り、生き残っていけるまちづくりのため

に身命を賭して１年間頑張ってまいります。 

 議員諸公と執行部におかれましては、旧に倍する御指導と御協力をお願い申し

上げまして、議長就任の御挨拶とかえさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

（拍 手） 

副議長（濵中佳芳子議員） ありがとうございました。 

 それでは、村田幸隆議長、議長席にお着き願います。 

（村田議長、議長席に着席） 

議長（村田幸隆議員） これより私が会議を進行させていただきますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

 ここで１０分間休憩いたします。 

〔休憩 午前１０時２６分〕 

〔再開 午前１０時３６分〕 
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議長（村田幸隆議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま濵中佳芳子副議長から副議長職の辞任願が提出をされました。 

 お諮りをいたします。 

 この際、副議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、副議長辞職の件を日程に追

加し、議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、ここで濵中佳芳子副議長の退席を求めま

す。 

（濵中副議長 退席） 

議長（村田幸隆議員） それでは、辞職願を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） 以上、朗読のとおりであります。 

 お諮りをいたします。 

 濵中佳芳子副議長の副議長の辞職を許可することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、濵中佳芳子副議長の副議長

の辞職を許可することに決しました。 

 ここで濵中佳芳子議員の入場を求めます。 

（濵中議員 入場） 

議長（村田幸隆議員） ただいま副議長が欠員となりました。 

 お諮りをいたします。 

 この際、選挙第２号「副議長選挙について」を日程に追加し、副議長の選挙を

行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、選挙第２号を日程に追加し、

副議長の選挙を行います。 

 事務局長をして、お手元に配付の議案を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 
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議長（村田幸隆議員） それでは、これより副議長の選挙を行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

議長（村田幸隆議員） ただいまの出席議員は１３名であります。 

 投票用紙を配付させます。 

（投票用紙配付） 

議長（村田幸隆議員） 投票用紙の配付漏れはございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めます。 

（投票箱点検） 

議長（村田幸隆議員） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。 

 投票は単記無記名であります。 

 投票用紙に被選挙人の氏名を記入の上、点呼に応じて順次投票をお願いいたし

ます。 

 また、選挙に際しましては、同姓の方がおられますので、その点に御留意の上、

投票願います。 

 点呼を命じます。 

 事務局長。 

（点呼・投票） 

議長（村田幸隆議員） 投票漏れはございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 投票漏れなしと認めます。よって、投票を終了いたします。 

 これより開票を行います。 

 会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に２番、内山 議員、１番、

真井紀夫議員を指名いたします。よって、両議員の立ち会いをお願いいたします。 

（開 票） 

議長（村田幸隆議員） 選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数１３票。有効投票１３票。無効投票ゼロ票でございます。 

 有効投票のうち、髙村泰德議員９票、田中勲議員４票。以上のとおりでありま

す。 
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 この選挙の法定得票数は４票であります。したがって、髙村泰德議員が副議長

に当選をされました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

議長（村田幸隆議員） ただいま副議長に当選されました髙村泰德議員が議場におら

れますので、本席から会議規則第３２条第２項の規定により告知をいたします。 

 ここで、副議長に当選をされました髙村泰德議員から御挨拶があります。 

 １０番、髙村泰德議員。 

〔副議長（髙村泰德議員）登壇〕 

副議長（髙村泰德議員） ただいま副議長の、皆さんの推挙によりまして当選させて

いただきました。 

 今後は議長を助け、補佐し、そして、１年間、副議長として頑張りたいと思い

ます。よろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

（拍 手） 

議長（村田幸隆議員） ありがとうございました。 

 それでは、過去１年間副議長として御活躍されました濵中佳芳子前副議長より

御挨拶があります。 

 ６番、濵中佳芳子議員。 

〔６番（濵中佳芳子議員）登壇〕 

６番（濵中佳芳子議員） １年間、皆様、どうもありがとうございました。初めての

副議長職ということで、皆様には、至らぬことも多かったかと思います。議長を

初め議員の皆様にさまざまな御配慮をいただき、どうにか１年間を過ごすことが

できました。 

 議長の補佐として、至らぬことも多かったかなという気はしておりますが、議

会運営の中でさまざまな経験をさせていただき、本当にいい経験をさせてもらっ

たと思います。これからの、あと、この任期、残り２年間に対しては、自分が副

議長をした上で議会運営のさまざまなことを次の副議長にきちんと申し送りをす

る中で、また議員としてこの議会の発展に寄与できるように頑張っていこうと思

います。 

 本当にありがとうございました。 

（拍 手） 
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議長（村田幸隆議員） 濵中佳芳子議員におかれましては、１年間副議長を務めてい

ただきまして、まことにありがとうございました。大変御苦労さまでございまし

た。 

 ここで休憩をいたしまして、１０時５５分から全員協議会を開催いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、休憩いたします。なお、全員協議会終了後に本会議を再開いたしま

す。 

〔休憩 午前１０時５０分〕 

〔再開 午前１１時１７分〕 

議長（村田幸隆議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 最初に、諸般の報告がございます。 

 本日提出されました議案第３９号を各席上に配付いたしておりますので、よろ

しくお願いをいたします。 

 報告は以上でございます。 

 お諮りいたします。 

 本日提出されました議案第３９号「尾鷲市監査委員の選任について」を議題と

いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、議案第３９号「尾鷲市監査

委員の選任について」を日程に追加し、議題といたします。 

 それでは、地方自治法第１１７条の規定により、ここで南靖久議員の退席を求

めます。 

（南議員 退席） 

議長（村田幸隆議員） 事務局長をして、お手元に配付の議案を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） ただいま議題となりました議案につきましては、提案理由の

説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） それでは、今回追加提案しております議案第３９号「尾鷲市監

査委員の選任について」につきましては、本市監査委員は、議会の同意を得て識
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見を有する者１名及び議会議員のうちから１名の選任をいただいておりますが、

議員のうちから選任されております南靖久氏が辞任されましたが、引き続き南靖

久氏を選任いたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により議会の同意を

求めるものであります。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これより本議案に対する質疑に入ります。 

 御質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御質疑なしと認めます。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議題となっております議案第３９号「尾鷲市監査委員の選任につい

て」は、人事案件でもあり、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への

付託を省略し、直ちに採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、直ちに採決を行います。 

 議案第３９号「尾鷲市監査委員の選任について」、原案のとおり同意すること

に賛成の方は起立を願います。 

（起 立 多 数） 

議長（村田幸隆議員） 起立多数。 

 起立多数であります。よって、議案第３９号は、原案のとおり同意することに

決しました。 

 南靖久議員の入場を求めます。 

（南議員 入場） 

議長（村田幸隆議員） 次に、日程第４、発議第６号「議会運営委員の選任につい

て」を議題といたします。 

 事務局長をして、お手元に配付の発議を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） お諮りいたします。 

 本件につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、ただいま朗読の

とおり、議会運営委員に指名をいたしたいと思います。これに御異議ございませ
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んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました

７名の方々を議会運営委員に選任することに決しました。 

 次に、日程第５、発議第７号「常任委員の選任について」を議題といたします。 

 事務局長をして、お手元に配付の発議を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） お諮りいたします。 

 本件につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、ただいま朗読の

とおり、それぞれの委員に指名をいたしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました

以上の方々をそれぞれの常任委員に選任することに決しました。 

 ここでお諮りをいたします。 

 委員会条例第２条第１項におきまして、議長は議会の同意を得て、常任委員を

辞することができる旨、規定をされております。 

 本規定に基づきまして、私、村田幸隆は、総務産業常任委員を辞任いたしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。したがいまして、私、村田幸隆は、

総務産業常任委員を辞任することに決しました。 

 それでは、ここで暫時休憩をいたし、議会運営委員会、各常任委員会、地方創

生まちづくり特別委員会をそれぞれ開催し、正副委員長の互選をしていただきた

い。その結果を議長まで御報告をお願いいたします。なお、各委員会終了後、全

員協議会を開きますので、よろしくお願いをいたします。また、全員協議会終了

後、本会議を再開いたします。 

 ここで事務局長から各委員会開催についての説明がございます。 

 事務局長。 

（事務局長 説明） 

議長（村田幸隆議員） それでは、暫時休憩いたします。 
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〔休憩 午前１１時２７分〕 

〔再開 午後 １時１０分〕 

議長（村田幸隆議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に各委員会が開催され、議会運営委員会、各常任委員会、地方創生まち

づくり特別委員会の正副委員長の互選の結果が届いておりますので、お知らせを

いたします。 

 最初に、議会運営委員会では、委員長に濵中佳芳子議員、同副委員長には小川

公明議員であります。 

 次に、各常任委員会の総務産業常任委員会では、委員長に三鬼和昭議員、同副

委員長には榎本隆吉議員であります。 

 次に、生活文教常任委員会では、委員長に田中勲議員、同副委員長には中平隆

夫議員であります。 

 次に、予算決算常任委員会では、委員長に奥田尚佳議員、同副委員長には中平

隆夫議員であります。 

 次に、地方創生まちづくり特別委員会では、委員長に三鬼孝之議員、同副委員

長には小川公明議員であります。 

 お諮りをいたします。 

 この際、選挙第３号「紀北広域連合議会の議員の選挙について」、選挙第４号

「三重紀北消防組合議会の議員の選挙について」、選挙第５号「東紀州農業共済

事務組合議会の議員の選挙について」の選挙計３件を日程に追加し、一括議題と

いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、選挙第３号、選挙第４号、

選挙第５号の選挙計３件を日程に追加し、一括議題といたします。 

 事務局長をして、お手元に配付の議案を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） お諮りいたします。 

 ただいま朗読の選挙３件につきましては、その選挙の方法を地方自治法第１１

８条第２項の規定による指名推選によりたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によ

ることに決しました。 

 それでは、選挙第３号、選挙第４号並びに選挙第５号の選挙３件の指名の方法

は、議長において指名いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 それでは、紀北広域連合議会の議員には、田中勲議員、小川公明議員、濵中佳

芳子議員、三鬼和昭議員、奥田尚佳議員と私、村田幸隆を指名いたします。 

 次に、三重紀北消防組合議会の議員には、真井紀夫議員、三鬼和昭議員、奥田

尚佳議員と私、村田幸隆を指名いたします。 

 次に、東紀州農業共済事務組合議会の議員には、三鬼和昭議員と榎本隆吉議員

を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました田中勲議員、小川公明議員、濵中佳芳

子議員、三鬼和昭議員、奥田尚佳議員と私、村田幸隆を紀北広域連合議会の議員

に、次に、真井紀夫議員、三鬼和昭議員、奥田尚佳議員と私、村田幸隆を三重紀

北消防組合議会の議員に、次に、三鬼和昭議員と榎本隆吉議員を東紀州農業共済

事務組合議会の議員に、以上の方々を当選人と定めることに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました

とおり、それぞれの議会議員に当選をされました。 

 ただいま紀北広域連合議会議員、三重紀北消防組合議会議員並びに東紀州農業

共済事務組合議会議員に当選されました方々が議場におられますので、本席から

会議規則第３２条第２項の規定により告知をいたします。よろしくお願いを申し

上げます。 

 次に、日程第６、発議第８号「尾鷲市農業委員会の委員の推薦について」を議

題といたします。 

 本件につきましては、推薦の方法については、従来どおり議長において指名い

たしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、議長において指名すること

に決定をいたしました。 

 それでは、事務局長をして、お手元に配付の発議を朗読させます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） それでは、農業委員会等に関する法律第１２条第２号の規定

により、ただいま朗読いたしましたとおり、尾鷲市農業委員会の委員として三鬼

和昭議員を指名いたしたいと思います。 

 ここで、地方自治法第１１７条の規定により、三鬼和昭議員の退席を求めます。 

（三鬼議員 退席） 

議長（村田幸隆議員） それでは、お諮りをいたします。 

 尾鷲市農業委員会の委員に三鬼和昭議員を推薦したいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、尾鷲市農業委員会の委員に

三鬼和昭議員を推薦することに決定をいたしました。 

 三鬼和昭議員の入場を求めます。 

（三鬼議員 入場） 

議長（村田幸隆議員） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 以後、会期日程のとおり、あす６月２日火曜日には午前１０時より本会議を開

きますので、よろしくお願いいたします。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

〔散会 午後 １時２０分〕 

 


